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(57)【要約】
【課題】両支柱間にハンギングビームを前方側からの作
業で、簡単且つ確実に横架することができる既設支柱間
へのハンギングビームの取付装置を提供する。
【解決手段】前端部の化粧部１０が後方の本体部１１よ
り横幅が広く、本体部の両側面に複数の係止孔１３を形
成した構造の支柱５が間隔を隔てて立設され、両支柱間
に支持ブラケット８によりハンギングビーム７を横架す
る。ビームの両端に連結板１９を取付けた長さを、両化
粧部間の間隔と一致若しくは若干短く設定し、連結板に
側面視略Ｌ字形の支持溝２３を形成し、支持ブラケット
は垂直板２４の側縁には突片２５を設け、一側面に支持
溝に係合するピン２６を突設し、下端にビームの下端に
下方からネジ止めする受片２７を形成し、突片を係止孔
に嵌入し、ビームを受片にネジ止めした状態で垂直板が
化粧部の側端と面一若しくは若干突出するように設定し
た。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前端部に横幅の広い化粧部を有し、その後方に横幅の狭い本体部を段落ち状に有すると
ともに、該本体部の両側面に上下方向に所定間隔毎に複数の係止孔を形成した構造の支柱
が両側に間隔を隔てて立設され、該両支柱間に支持ブラケットによりハンギングビームを
横架する既設支柱間へのハンギングビームの取付装置であって、前記ハンギングビームの
両端部に連結板を取付けた状態の長さを、両支柱の化粧部間の間隔と一致若しくは若干短
く設定し、前記連結板には後方へ開放し且つ内部が上方へ延びた側面視略Ｌ字形の支持溝
を形成し、前記支持ブラケットは前記連結板に接合する垂直板を有し、該垂直板の側縁に
は前記係止孔に側方から嵌入する突片を上下に少なくとも二つ設け、更に前記垂直板の一
側面に前記支持溝に係合するピンを突設するとともに、前記垂直板の下端に前記ハンギン
グビームの下端に下方からネジ止めする受片を正面視略Ｌ字形に形成してなり、前記支持
ブラケットの突片を係止孔に嵌入し、ハンギングビームを受片にネジ止めした状態で垂直
板の外側面が前記支柱の化粧部の側端と面一若しくは若干突出するように設定してなるこ
とを特徴とする既設支柱間へのハンギングビームの取付装置。
【請求項２】
　前記支持ブラケットの突片は、下向き傾斜した形状であり、各突片の基部の上下寸法を
前記係止孔の上下幅と略一致させてなる請求項１記載の既設支柱間へのハンギングビーム
の取付装置。
【請求項３】
　前記支持ブラケットの下側の突片の先端には、下向きに係止爪を突設してなる請求項２
記載の既設支柱間へのハンギングビームの取付装置。
【請求項４】
　前記ハンギングビームの下端に凹溝部を形成するとともに、前記連結板の下端に略同形
の凹部を形成し、前記支持ブラケットの受片を前記ハンギングビームの凹溝部と前記連結
板の凹部に嵌合した状態で、該受片を前記ハンギングビームの下面にネジ止めしてなる請
求項１～３何れかに記載の既設支柱間へのハンギングビームの取付装置。
【請求項５】
　前記支柱の係止孔は、前記化粧部の後縁に沿った本体部の側面に形成してなる請求項１
～４何れかに記載の既設支柱間へのハンギングビームの取付装置。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既設支柱間へのハンギングビームの取付装置に係わり、更に詳しくは既に立
設した支柱間に後施工によりハンギングビームを取付ける既設支柱間へのハンギングビー
ムの取付装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、所定間隔で立設した支柱間に後施工により横桟や棚板等を横架するための取
付構造は各種提供されている。例えば、特許文献１には、断面略四角形の支柱の前面側の
両角部で前面と側面にわたって係合孔を形成し、横桟の両端部に支柱の前面と側面に接合
する平面視Ｌ字形の連結板を固定するとともに、該連結板の折曲部の内側に前記係合孔に
係止する係止爪を切り起し形成した構造が開示されている。この場合、両支柱間に横桟を
位置させてその両端部の連結板を支柱に接合するとともに、係止爪を係合孔に係止するの
で、既設の支柱間に前面側からの作業により横桟を横架することができるのである。
【０００３】
　また、特許文献２には、断面略コ字形の両端部から外側方へ張出部を設けたハット形の
支柱を用い、該支柱の前面に二列に係止孔を形成するとともに、前記張出部にも係止孔を
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形成し、梁の両端部に平面視略Ｌ字形の連結板を固定し、該連結板の支柱の前面に接合す
る前面壁の背面に係止片と突設するとともに、支柱の側面に接合する側面壁の後端に係止
片を形成した構造が開示されている。この場合も前記同様に前方から両支柱間に梁を位置
させてその両端部の連結板を支柱に接合するとともに、各係止片を係止孔に係止すること
ができるのである。
【０００４】
　しかし、これら特許文献１，２に記載の構造は、確かに既設の支柱間に前方からの作業
のみで横桟あるいは梁を横架できるものの、支柱に形成した係合孔や係止孔が非常に目立
つ位置に存在するので、外観性を大きく低下させるものとである。
【０００５】
　それに対して、特許文献３には、支柱の前面側には一切係止孔等の開口は設けず、支柱
の後面側の両側部に段部を形成し、この段部に面した位置と後面に係止孔を形成し、支承
梁の両端部に固定した係合体を前記段部に係合する形状とするとともに、係止孔に係止す
る係合突片を形成した構造が開示されている。しかし、この場合、支承梁を前面側かの作
業で両側の支柱間に取付けることは、支承梁を傾斜させるなど無理をすれば不可能ではな
いが、非常に困難である。特に、支柱の背面にパネル板や壁面が接近して存在する場合に
は支承梁を前面側から取付けることは不可能である。
【特許文献１】実公昭４１－１０４５４号公報
【特許文献２】実公昭５４－３００１９号公報
【特許文献３】実公昭５０－３５９３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、前端部に横幅の広い
化粧部を有し、その後方に横幅の狭い本体部を段落ち状に有するとともに、該本体部の両
側面に上下方向に所定間隔毎に複数の係止孔を形成した構造の支柱が、机天板の両側後縁
部に立設され、その背後にパネル板又は壁面が接近して位置する状況において、両支柱間
にハンギングビームを前方側からの作業で、簡単且つ確実に横架することができる既設支
柱間へのハンギングビームの取付装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前述の課題解決のために、前端部に横幅の広い化粧部を有し、その後方に横
幅の狭い本体部を段落ち状に有するとともに、該本体部の両側面に上下方向に所定間隔毎
に複数の係止孔を形成した構造の支柱が両側に間隔を隔てて立設され、該両支柱間に支持
ブラケットによりハンギングビームを横架する既設支柱間へのハンギングビームの取付装
置であって、前記ハンギングビームの両端部に連結板を取付けた状態の長さを、両支柱の
化粧部間の間隔と一致若しくは若干短く設定し、前記連結板には後方へ開放し且つ内部が
上方へ延びた側面視略Ｌ字形の支持溝を形成し、前記支持ブラケットは前記連結板に接合
する垂直板を有し、該垂直板の側縁には前記係止孔に側方から嵌入する突片を上下に少な
くとも二つ設け、更に前記垂直板の一側面に前記支持溝に係合するピンを突設するととも
に、前記垂直板の下端に前記ハンギングビームの下端に下方からネジ止めする受片を正面
視略Ｌ字形に形成してなり、前記支持ブラケットの突片を係止孔に嵌入し、ハンギングビ
ームを受片にネジ止めした状態で垂直板の外側面が前記支柱の化粧部の側端と面一若しく
は若干突出するように設定してなることを特徴とする既設支柱間へのハンギングビームの
取付装置を構成した（請求項１）。
【０００８】
　ここで、前記支持ブラケットの突片は、下向き傾斜した形状であり、各突片の基部の上
下寸法を前記係止孔の上下幅と略一致させてなることが好ましい（請求項２）。
【０００９】
　また、前記支持ブラケットの下側の突片の先端には、下向きに係止爪を突設してなるこ
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とがより好ましい（請求項３）。
【００１０】
　そして、前記ハンギングビームの下端に凹溝部を形成するとともに、前記連結板の下端
に略同形の凹部を形成し、前記支持ブラケットの受片を前記ハンギングビームの凹溝部と
前記連結板の凹部に嵌合した状態で、該受片を前記ハンギングビームの下面にネジ止めし
てなることがより好ましい（請求項４）。
【００１１】
　また、前記支柱の係止孔は、前記化粧部の後縁に沿った本体部の側面に形成してなると
、係止孔が前方から見て目立たないので好ましい（請求項５）。
【発明の効果】
【００１２】
　以上にしてなる請求項１に係る発明の既設支柱間へのハンギングビームの取付装置は、
間隔を隔てて既に立設している両支柱に、それぞれ支持ブラケットの突片を所定高さ位置
の係止孔に側方から嵌入して静置し、両端部に連結板を取付けたハンギングビームを前面
側から両支持ブラケットの垂直板間に位置させ、それぞれ垂直板に突設したピンを連結板
の支持溝に受け入れて落し込み係止すると同時に、垂直板の下端に形成した受片に前記ハ
ンギングビームの下端を載置し、それから該受片をハンギングビームの下端に下方からネ
ジ止めして連結し、もって両支柱間にハンギングビームを前面側からの作業のみで簡単且
つ確実に横架することができるのである。ここで、前記支柱は、前端部に横幅の広い化粧
部を有し、その後方に横幅の狭い本体部を段落ち状に有するとともに、該本体部の両側面
に上下方向に所定間隔毎に複数の係止孔を形成した構造であるので、前記化粧部の存在に
より前記係止孔が前方から目立たなく、しかも化粧部が存在していても前記支持ブラケッ
トを介在させることにより、ハンギングビームを前面側からの作業で取付けることができ
るのである。前記ハンギングビームを両支柱間に横架した状態では、支持ブラケットの突
片が単に支柱の係止孔に側方から嵌入しただけであっても、支柱間隔が保たれている限り
外れることはないのである。
【００１３】
　請求項２によれば、支持ブラケットの突片は、下向き傾斜した形状であり、各突片の基
部の上下寸法を前記係止孔の上下幅と略一致させてなることにより、支持ブラケットの突
片を支柱の係止孔に係止した仮保持の状態が安定になるとともに、両支持ブラケットをハ
ンギングビームの両端に連結した状態では、該ハンギングビームのガタつきを防止するこ
とができる。
【００１４】
　請求項３によれば、支持ブラケットの下側突片の先端に、下向きに係止爪を突設するこ
とにより、該係止爪が係止孔の下縁に確実に係止するので、支持ブラケットの抜止めが確
実になり、更にハンギングビームの端部に支持ブラケットを連結した状態では更に確実に
抜止めがなされるのである。
【００１５】
　請求項４によれば、支持ブラケットの受片をハンギングビームの凹溝部と連結板の凹部
に嵌合した状態で、該受片を前記ハンギングビームの下面にネジ止めすることにより、前
記受片が全く目立たなくなるので、外観性の向上が図れるとともに、連結強度が高くなる
のである。
【００１６】
　請求項５によれば、支柱の係止孔を化粧部の後縁に沿った本体部の側面に形成すること
により、係止孔が前方から見て殆ど目立たないので、外観性の向上が図れるのである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図１は本発
明に係るハンギングビームの取付装置を適用する既設支柱を備えたデスクシステムを示し
、図２～図７は本発明の詳細を示し、図中符号１は天板、２は脚体、３は幕板、４はパネ
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ル板、５は支柱、６は上キャビネット、７はハンギングビーム、８は支持ブラケットをそ
れぞれ示している。
【００１８】
　本実施形態のデスクシステムは、図１及び図２に示すように、天板１の両側部を脚体２
，２で支持するとともに、両脚体２，２の後端上部間に前記天板１の後縁との間にダクト
開口９を設けて幕板３を連結し、更に該幕板３の背面に上部が前記天板１より充分に上方
へ突出して目隠し機能を有するようにパネル板４を取付け、そして前記天板１の後縁の両
側部であって前記ダクト開口９内から支柱５，５を立設し、該支柱５，５の上端に上キャ
ビネット６を支持した構造のものであり、この既設の支柱５，５間の上下中間部に後施工
によりハンギングビーム７を支持ブラケット８，８を介して横架するのである。
【００１９】
　ここで、前記支柱５は、図２～図５に示すように、前端部に横幅の広い化粧部１０を有
し、その後方に横幅の狭い本体部１１を段落ち状に有するとともに、該本体部１１の両側
面１２，１２に上下方向に所定間隔毎に複数の縦長の係止孔１３，…を形成した構造であ
る。具体的には、前記支柱５は、断面略コ字形の前記本体部１１をその凹溝を前面側に向
け、該本体部１１の前面側からそれよりも横幅が広い断面略コ字形の化粧部１０を被せて
互にスポット溶接等によって固定し、全体として筒状構造としたものである。そして、前
記化粧部１０の後縁に沿った本体部１１の両側面１２，１２に上下方向に係止孔１３，…
を形成している。
【００２０】
　前記支柱５の本体部１１は、厚めのスチール板を折曲形成したものであり、断面略コ字
形で両前端縁を内方へ折曲し、その内縁を後方へ折曲して断面略Ｌ字形の両縁部を形成し
、内部に断面コ字形の補強部材１４を、凹溝を前方に向けて溶接し、該補強部材１４の両
端縁部と前記本体部１１の両縁部を接合した強度の高い構造となっている。また、前記化
粧部１０は、薄めのスチール板を扁平な断面略コ字形に折曲形成したものであり、後方へ
凹溝を向けて配置し、両側後縁は前記本体部１１の側面１２に当接するように内方へ折曲
し、前記本体部１１の前部に外嵌した状態で溶接やその他の適宜な固定手段にて該本体部
１１に固定している。ここで、前記化粧部１０の両側部は前記本体部１１の側面１２，１
２よりも側方へ突出した張出部１５，１５となっている。そして、前記本体部１１に形成
した係止孔１３，…は、前記張出部１５，１５に接近した位置にあるため、前方からは容
易に見えないようになっている。
【００２１】
　前記支柱５，５は、図１及び図２に示すように、前記天板１の後縁と幕板３との間に形
成したダクト開口９の両側端部に位置し、下端部を前記脚体２と幕板３のコーナー部に図
示しない支持金具で強固に取付けられ、上端にはブラケット５Ａ，５Ａを前後方向に固定
し、該ブラケット５Ａ，５Ａの上端に図示しない支持板を載置して連結し、そしてこの支
持板の上に上キャビネット６の底面板を載置して一体化して取付けている。従って、両支
柱５，５は、平行に一定の間隔で立設されている。更に、前記幕板３の背面にはパネル板
４が取付けられて前記支柱５の背後に接近して位置し、あるいは他の間仕切パネル又は壁
面が前記支柱５に接近して位置していることも多い。そして、このような予め立設されて
いる支柱５，５間にハンギングビーム７を横架する場合、該支柱５の背後には前述のよう
にパネル板４や壁面が接近して位置しているので、支柱５の後方から作業をすることはで
きない。そこで、前方からのみの作業で両支柱５，５間に前記ハンギングビーム７を横架
することになるが、該ハンギングビーム７を連結するために使用する係止孔１３，…は前
記支柱５の本体部１１に有し、該本体部１１の前部には横幅が広い化粧部１０を有してい
るので、工夫が必要である。
【００２２】
　先ず、前記ハンギングビーム７は、図２及び図３に示すように、アルミ押出し型材で作
製し、前後両面にそれぞれ２条の係止レール１６，１６を上下に並設したものであり、下
端にも凹溝部１７を形成している。そして、前記ハンギングビーム７の両切断面１８，１
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８には、厚さの厚い連結板１９，１９を取付ける。ここで、前記連結板１９は、前記ハン
ギングビーム７の断面における包絡形状と略一致した大きさ及び形状を有し、上下部に取
付孔２０，２０を形成し、外側方から取付孔２０，２０に挿通した取付ネジ２１，２１を
ハンギングビーム７の下穴溝２２，２２に螺合して該ハンギングビーム７の端部に予め取
付ける。そして、前記連結板１９の上下中間部には、後方へ開放し且つ内部が上方へ延び
た側面視略Ｌ字形の支持溝２３を形成している。そして、前記ハンギングビーム７の両端
部に連結板１９，１９を取付けた状態の長さを、両支柱５，５の化粧部１０，１０間の間
隔と一致若しくは若干短く設定している。
【００２３】
　また、前記支持ブラケット８は、図２及び図３に示すように、前記連結板１９に接合す
る垂直板２４を有し、該垂直板２４の側縁には前記係止孔１３，１３に側方から嵌入する
突片２５，２５を上下に少なくとも二つ設け、更に前記垂直板２４の一側面に前記支持溝
２３に係合するピン２６を突設するとともに、前記垂直板２４の下端に前記ハンギングビ
ーム７の下端に下方からネジ止めする受片２７を正面視略Ｌ字形に形成した構造である。
ここで、前記突片２５，２５は、下向き傾斜した形状であり、各突片２５の基部の上下寸
法を前記係止孔１３の上下幅と略一致させ、更に下側の突片２５の先端には、下向きに係
止爪２８を突設している。
【００２４】
　更に詳しくは、前記ピン２６は、リベット状の金具の軸部を前記垂直板２４に形成した
円孔に、前記突片２５を突設した側から圧入し、若しくは挿入後、溶接して固定して設け
、そして扁平な頭部は該垂直板２４の反対側、即ち垂直板２４の支柱５側の側面に位置し
、該支柱５の本体部１１の側面１２に当止する突台部２９となっている。つまり、前記支
持ブラケット８は、やや傾斜した状態で下側の前記突片２５の係止爪２８から前記支柱５
の係止孔１３に挿入し、起立させながら両突片２５，２５を前記支柱５の係止孔１３，１
３に嵌入して仮保持する。この状態では、前記突台部２９が支柱５の本体部１１の側面１
２に当接し、垂直板２４は前記化粧部１０の張出部１５より突出しないような位置関係と
なっている。更に、前記受片２７には、通孔３０を形成し、下方から固定ネジ３１を挿通
して前記ハンギングビーム７の下端に螺着できるようにしている。また、前記連結板１９
の下端に、前記ハンギングビーム７の下端に形成した凹溝部１７と略同形の凹部３２を形
成している。
【００２５】
　そして、図４～図７に示すように、間隔を隔てて既に立設している両支柱５，５に、そ
れぞれ支持ブラケット８の突片２５，２５を所定高さ位置の係止孔１３，１３に側方から
嵌入するとともに、前記突台部２９を前記支柱５の本体部１１の側面１２に当接して静置
し、両端部に連結板１９，１９を取付けたハンギングビーム７を前面側から両支持ブラケ
ット８，８の垂直板２４，２４間に位置させ、それぞれ垂直板２４に突設したピン２６を
連結板１９の支持溝２３に受け入れて落し込み係止すると同時に、垂直板２４の下端に形
成した受片２７を、前記連結板１９の凹部３２と前記ハンギングビーム７の凹溝部１７に
嵌合した状態で、該受片２７でハンギングビーム７を載置し、それから前記垂直板２４を
連結板１９に接合して前記受片２７の通孔３０に下方から固定ネジ３１を挿入し、該ハン
ギングビーム７の下端の螺孔３３に螺合して連結し、もって両支柱５，５間にハンギング
ビーム７を横架するのである。前記ハンギングビーム７を両支柱５，５間に横架した状態
では、支持ブラケット８の突片２５，２５が単に支柱５の係止孔１３，１３に側方から嵌
入しただけであっても、支柱５，５の間隔が保たれている限り外れることはないのである
。
【００２６】
　前記ハンギングビーム７は、前面側の係止レール１６は、開口３４の上下縁に深い係止
溝３５，３５を形成し、裏面側の前記係止レール１６は、開口３６の上下縁に浅い係止溝
３７，３７を形成したものである。従って、前記ハンギングビーム７の前面側の係止レー
ル１６には、前記連結板１９を端部に取付ける前に、図示しないオプション支持部材の係
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止板を側端開放部から挿入して装着し、重量の重いフラットパネルモニター等を高い強度
で支持するのに適し、また裏面側の係止レール１６，１６には、前面側からであって、上
方又は下方から図示しない配線コード受部材の係止片を前記係止溝３７，３７に係止する
のに適している。
【００２７】
　次に、図８～図１０に基づいて、前記支柱５に灯具等の比較的軽量なオプション器具を
取付ける保持具３８を用いて取付ける例を説明する。前述のように前記支柱５は、前端部
に横幅の広い化粧部１０と後部に横幅の狭い本体部１１とを備え、前端部両側の張出部１
５，１５の後方に沿った本体部１１に係止孔１３，…を一定間隔で形成した構造を有して
いる。このような支柱５に前記保持具３８をガタつきなく確実に取付けることができると
ともに、該支柱５の左右どちらの側にも取付けることができるように全体として１８０°
反転対称形としている。
【００２８】
　つまり、前記保持具３８は、前記支柱５の張出部１５の端面に当接する基板３９の後縁
に直角に係止板４０を折曲形成するとともに、前縁に前記係止板４０とは反対側の外側方
へ保持板４１を直角に折曲形成し、前記係止板４０の上下部に正面視倒Ｔ字形のフック部
４２，４２を形成し、該フック部４２に基部は前記支柱５の本体部１１の側面１２に突き
当てる当止部４３となっており、更に両フック部４２，４２の中間位置に前記支柱５の本
体部１１の側面１２に接合する当接片４４を前記係止板４０の一部から直角に切り起こし
形成し、そして前記保持板４１の端縁には支持筒４５を溶着している。
【００２９】
　前記フック部４２は、反転しても前記支柱５の係止孔１３に係止できるように、上下に
係止片４６，４６を有し、上下寸法は前記係止孔１３の上下幅よりも若干狭く形成してい
る。そして、前記保持具３８の両フック部４２，４２を、前記支柱５の係止孔１３，１３
に挿入し、前記基板３９を前記支柱５の張出部１５の端面に当接するとともに、前記当止
部４３と当接片４４を前記支柱５の本体部１１の側面１２に当接し、それから当該保持具
３８を下方へスライドさせれば、前記フック部４２の下方の係止片４６が前記支柱５の係
止孔１３に係止するのである。この状態で、前記保持具３８は、前記フック部４２の前後
部において前記基板３９と、前記当止部４３及び当接片４４とが、前記支柱５に当接する
ので、該支柱５に対してガタつきなく保持できるのである。
【００３０】
　但し、このままでは、前記保持具３８を上方へスライドさせれば、前記フック部４２，
４２が係止孔１３，１３から抜けるので、該保持具３８の上方移動を規制するための手段
を設けることが好ましく、例えば前記当接片４４に通孔４７を形成しておき、該通孔４７
に挿通したネジを前記支柱５の側面１２に形成した下穴若しくは螺孔に螺合するようにし
ても良い。
【００３１】
　また、本実施形態では、前記保持具３８の基板３９の前縁から外側へ直角に保持板４１
を折曲形成し、その端縁に支持筒４５を固着したが、この保持板４１と支持筒４５はオプ
ション器具の構造に応じて変更可能である。本実施形態では、前記支持筒４５を設けたこ
とにより、該支持筒４５に灯具のアーム基端の軸部を回転可能に嵌挿して支持するように
なっている。そして、前記保持具３８は、垂直面内で１８０°反転させれば、支柱５の反
対側に同様に取付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】天板の後部上位に一対の支柱で支持された上キャビネットを有するデスクシステ
ムを示す全体斜視図である。
【図２】本発明の要部を示す分解斜視図である。
【図３】同じく拡大分解斜視図である。
【図４】両支柱間にハンギングビームを横架する作業途中の状態の要部を示す分解斜視図
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【図５】支柱に支持ブラケットを介してハンギングビームを連結した状態の要部拡大横断
平面図である。
【図６】同じく支柱に支持ブラケットを介してハンギングビームを連結した状態の要部拡
大縦断正面図である。
【図７】支柱に支持ブラケットを介してハンギングビームを連結した状態のハンギングビ
ーム部分の拡大縦断側面図である。
【図８】支柱に灯具等のオプション器具を取付ける保持具を示す部分斜視図である。
【図９】保持具の正面図である。
【図１０】支柱に保持具を装着した状態の縦断平面図である。
【符号の説明】
【００３３】
１　天板、　　　　　　　２　脚体、
３　幕板、　　　　　　　４　パネル板、
５　支柱、　　　　　　　５Ａ　ブラケット、
６　上キャビネット、　　７　ハンギングビーム、
８　支持ブラケット、　　９　ダクト開口、
１０　化粧部、　　　　　１１　本体部、
１２　側面、　　　　　　１３　係止孔、
１４　補強部材、　　　　１５　張出部、
１６　係止レール、　　　１７　凹溝部、
１８　切断面、　　　　　１９　連結板、
２０　取付孔、　　　　　２１　取付ネジ、
２２　下穴溝、　　　　　２３　支持溝、
２４　垂直板、　　　　　２５　突片、
２６　ピン、　　　　　　２７　受片、
２８　係止爪、　　　　　２９　突台部、
３０　通孔、　　　　　　３１　固定ネジ、
３２　凹部、　　　　　　３３　螺孔、
３４　開口、　　　　　　３５　係止溝、
３６　開口、　　　　　　３７　係止溝、
３８　保持具、　　　　　３９　基板、
４０　係止板、　　　　　４１　保持板、
４２　フック部、　　　　４３　当止部、
４４　当接片、　　　　　４５　支持筒、
４６　係止片、　　　　　４７　通孔。
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